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｢日米開戦へハル･ノート」メモ

●太平洋戦争は昭和16年12月8日未明､海軍機動部隊の

真珠湾攻撃､陸軍部隊のコタバル上陸で幕を開けた

▽2日前の6日深夜東条英機(醐)は官邸日本間で

布団に正座し声を挙げて泣いている姿を

夫人と2人の娘に目撃されている

▽組閣の大命を受けた際(IOM178)

木戸幸一(献働から天皇の意向を伝えられた

－「白紙還元の御誌」

「九月六日の御前会議決定に囚わるるこ

となく内外の情勢をさらに広く深く検討

し、慎重なる考究を加うることを要すと

の思召であります」

▽ついに開戦と決まり

天皇の期待に応えられなかった涙だったのか

●東条内閣は､10月18日にスタートした

▽陸軍部内から「東条変節｣の声が出たほど

「白紙還元の御読｣に忠実に副おうとするもの

▽外相に平和主義者の東郷茂徳を起用

初閣議の後各省統帥部に

11項目の検討項目を示し国策再検討を要請

▽大本営政府連絡会議が23日～30日

日曜旧を休んだだけで連続して開かれた

●戦争の決意には､国力の冷静な判断が必要だった

▽日米間には天と地ほどの大きな国力の差

戦争に欠かせない石油をストップされ

4年余りの支那事変で国力は疲れ切っていた

▽この現実を直視し冷静に検討していたら

日本の選択肢は「臥薪嘗胆｣しかなかった

▽しかしそれは米国要求を呑んで全面屈伏

国内は反発し軍部は猛反対したろう

あるいは反乱が起きたかも知れない

▽高度の政治判断だけでなく

蛮勇を振るう勇気を必要とした

▽第3次近衛文麿内閣が総辞職した時

木戸が東条に託したのは和平への最後の努力
一1－

東条英機(とうじよう･脈き）

明治17(1884)～昭和23(1948)東京生ま

れ｡陸軍大将｡関東軍参謀長を経て昭和

13年陸軍次官｡15年第2次近衛内閣陸相

となり中国撤兵に反対｡16年10月首相。

陸相､内相を兼務し対米英開戦｡憲兵政

治､翼賛選挙により独裁体制を固め､戦

局悪化で19年には参謀総長も兼務した

が､サイパン陥落で7月総辞職｡戦後､拳

銃自殺を図り未遂｡A級戦犯で絞首刑

木戸幸一(き．こういち）

明治22(1889)～昭和52(1977)東京生ま

れ｡維新の元勲木戸孝允の妹の孫｡昭和

5年内大臣秘書官長｡文相､厚相を歴任、

15年内大臣に就任｡開戦前､東条を後継

首相に推挙｡戦争末期､反東条となり倒

閣､終戦に尽力した｡A級戦犯で終身禁

固刑｡30年出所｡著に｢木戸幸一日記」

『･-…御前会議決定(9朋日龍醗漸卿…~~~i

i①帝国ハ自存自衛ヲ全ウスル為対米：

;（英､蘭）戦争ヲ辞セサル決意ノ下二；

；概ネ十月下旬ヲ目途トシ戦争準備ヲi
i完整ス②帝国ハ右二並行シテ米、英；

;二対シ外交ノ手段ヲ尽シテ帝国ノ要；

;求貫徹ニ努ム③前号外交交渉二依り；

；十月上旬頃二至ﾙﾓ尚我要求ｦ貫獅
!シ得ル目途ナキ場合二於テハ直チニ；

I対米(英､蘭)開戦ヲ決意ス
一＝一全一｡－ローq■ーq■ーq■■q■■ー1■ー｡ーq■ー毎申●寺一今一一一一●つ●●今｡●一一一命一一■凸一.■一凸一凸－4■一一一一一○一一一一一‐ー1■ー1■ー‐ー｡■ーー

東郷茂徳(とうあ･WOり）

明治15(1882)～昭和25(1950)鹿児島県

生まれ｡駐独･駐ソ大使を経て昭和16年

東条内閣外相兼拓務相となり日米交渉

に当たる｡翌年､大東亜省設置に反対し

辞任｡20年鈴木内閣外相兼大東亜相｡A

級戦犯で禁固20年｡拘禁中に病死｡著に

「時代の一面大戦外交の手記」
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▽天皇に対する忠誠心陸軍部内の統制力

東条ならと期待したのだが…

▽結局既定の｢開戦コース｣に引きずり込まれた

東条の性格総理の資質が誤算になったのでは

●東条内閣に､陸軍主戦派は｢開戦内閣｣と歓喜した

▽参謀本部戦争指導班は「機密戦争日誌｣に

「妻ハツイニ投ゼラレタルカ」

▽若槻礼次郎(元醐)は「外国に与える影響は

よほど悪いと思わねばならん｣と懸念を指摘

▽アメリカは最初から強い不信感

●東条は､自分についてくる者の面倒見はよかったが、

楯突く者は徹底的に嫌い､しつこいほどの報復人事

▽愛憎の念の強さ偏狭な性格は父親譲り

晋･･・東条の｢長州憎し」”……．｡……･…･…..…･………………、

：父英教は戊辰戦争で敗れた盛岡･南部藩のお号

:抱え能役者の家に生まれた｡明治6年18歳の時：
号に上京して陸軍教導団に入り､西南戦争にI等：

:軍曹として従軍､少尉に昇進した｡16年4月､陸:
:軍大学校が開校されると､第1期生'4人の中で§
:ただ1人､下士官から叩き上げの英教が選ばれ冒

昏た｡猛勉強して18年首席で卒業し陸大教官に｡：
：陸軍は軍制､戦術をフランス式からドイツ式：
胃に切り替えている最中。ドイツから招いた陸；
;大講師メッケルが21年3月3年の任期を終えて：
:帰国すると､英教もその推薦でドイツに留学｡胃
:22年9月､長州閥総帥山県有朋(棚)が欧州の地：
:方行政制度視察のためベルリンへ来ると､｢陸：
:軍の人事が長州偏重になっていて著しく公正：
；を欠いている｡陸軍近代化を阻害するものだ｣ミ
ミと直言､山県の怒りを買った。

：日露戦争では第10師団第8旅団長棚)として：

:出征したが､37年9月｢病気｣を理由に帰国させ：
;られた｡英教は山県(繍鯛の冷遇ととったが、：

冒師団長の｢作戦指揮が消極的で､更迭してほし§

;い｣との要請だったという｡40年11月､旧だけ§
;中将に名誉進級し予備役｡父親失意の生活は､：
胃青年将校英機を人一倍｢長州憎し｣にさせた。胃
員.….……………..…..………..……….…………….…………………..…：

一2－

近衛文暦(とりえ･脚泌）

明治24(1891)～昭和20(1945)東京生ま

れ｡五摂家筆頭･関白家の出・昭和8年貴

族院議長｡12年第1次内閣を組織したが

支那事変が勃発､13年｢国民政府対手ニ

セス｣と声明し解決の道を塞ぐ｡15年第

2次内閣で日独伊三国同盟を締結､枢軸

外交､南進政策を推進した｡16年7月､松

岡外相を更迭して日米交渉に努力した

が､10月総辞職｡戦犯に指名され自殺

若槻礼次郎(棚うき･柳Cろう）

慶応2(1866)～昭和24(1949)島根県生

まれ｡蔵相などを歴任し大正15年首相。

ロンドン会議全権を務め､昭和6年再び

首相に就任したが､満州事変勃発で8ヵ

月で総辞職｡著に｢古風庵回顧録」

;=…アメリカは東条について－－-一・一：
；陸軍諜報部長の報告書では｢排外主；

|義者､反ソ主義者､ドイツ礼賛者であ；

;り、陸軍次官時代に対中国戦争と共；

；に対ソ戦遂行､対米強硬論を主張し、；

|日独伊三国同盟が締結された時､旧；

;本の方向は決定された』と述べた」：

；ハル(鴎閉)も回想録に『典型的な日；

;本の将校｡視野が狭く､前だけ見て柔；

i軟性のない精神の持ち主。ますます；
；期待が持てなくなった」
ニーーー一--－－－二,争凸申一一,‘■■‘---聖■，，－・守一幸一一幸■一一＝令一一・一一年一一‘■■｡‘■■心■■■－､■､■‘■■■‐＝＝一ロー■マーマ一一一一一一一一一■h一‘■ー‘■■｡■‘■■‐ローq■ー

ハル(CordelHull)

1871～1955ルーズベルト大統領時代、

昭和8年から19年にかけ米国務長官｡国

連創設に尽力の功績でノーベル平和賞

東条英教(とうじよう･脈りり）

安政2(1855)～大正2(1913)盛岡･南部

藩出身｡陸軍中将｡英機の父｡第8旅団長

として日露戦争に従軍し､病気帰国｡戦

後､朝鮮京城の守備旅団長となったが、

病気帰国｡以後､兵学書の著述に励んだ
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▽東条は「バーデン･バーデンの密約｣に加盟

「長州閥打破｣の先頭に立った

▽東条は努力型の軍人色紙にも｢努力即権威」

▽昭和18年4月戦局悪化で「学年短縮｣が実施され

これに反対した橋田邦彦(畑)が辞任

東条は文相も兼務東大の繰り上げ卒業式で

こんな演説をして学生たちの失笑を買った

『…東条の演説＝…－－…-…………･…･…-………………－－…－－…－－－、

；私も日露戦争のため､陸士を一年早く卒業さ！

＃せられた｡所謂､学年短縮組の諸子の先輩なの！

；である｡然るに見よ｡私は現在首相､陸相､文相i
：而も現役大将として諸子の面前に立っている｜

：ではないか｡諸君､学年短縮を悲しむ勿れ。I
●
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●東条は､｢陸軍昇進｣の階段を登っていった

▽皇道派全盛時代東条に道が開けたのは

兄事していた永田(醐崩殺害事件だった

晋｡“二・二六事件の導火線になった永田殺害…･･･：

：昭和'0年7月､林銑十郎(鮒)が皇道派総帥.真ミ
ミ崎甚三郎(激龍勘を更迭すると､永田は8月12日号

：朝､相沢三郎(梱に軍務局長室で斬殺された。言

:永田は､8月の異動で旅団長(A鍬)でくすぶっ号

：ていた東条を東京に呼び戻す予定で師団司令：
：部付にしていたが､林は｢永田の二の舞になっ：
§ては｣と関東憲兵隊司令官(鍬)に転出させた。ミ
ヨ以後､皇道･統制両派の対立が激化し､ll年2月二

一3－

メッケル(KlemensW.Meckel)

1842～1906ドイツ陸軍少将｡明治18年

参謀少佐の時に陸大講師として来日、

陸軍の幹部養成､近代化に貢献した

山県有朋(やま雛･駒とも）

天保9(1838)～大正11(1922)長州藩出

身｡陸軍大将･元帥｡明治6年陸軍卿とな

り､軍制､徴兵制を確立｡参謀本部長､内

相を歴任し､22年首相｡31年再び首相に

就任､軍部大臣現役武官制を実施｡元老

として長州閥を率い､陸軍､政界に君臨

永田鉄山(鮴脆･てうざん）

明治17(1884)～昭和10(1935)長野県生

まれ｡陸軍中将｡陸軍省軍事課長を経て

昭和9年軍務局長｡統制派の中心と目さ

れ､皇道派相沢中佐に殺害される

小畑敏四郎(蹴脆･としbろう）

明治18(1885)～昭和22(1947)高知県生

まれ｡陸軍中将｡陸大校長など歴任｡二・

二六事件で予備役｡東久邇内閣国務相

岡村寧次(跡泌･やすじ）

明治17(1884)～昭和41(1966)東京生ま

れ｡陸軍大将。関東軍参謀副長､第ll軍

司令官歴任｡19年支那派遣軍総司令官

橋田邦彦(は雌･く剛と）

明治15(1882)～昭和20(1945)鳥取県生

まれ｡生理学者｡大正ll年東大教授とな

り昭和12年一高校長を兼任｡15年第2次

近衛内閣文相｡東条内閣にも留任｡戦後

戦犯として出頭命令を受け服毒自殺

林銑十郎(肘b･ぜん卿うろう）

明治9(1876)～昭和18(1943)石川県生

まれ｡陸軍大将｡朝鮮軍司令官を経て昭

和9年斎藤内閣陸相｡岡田内閣にも留任

し､12年首相に就任したが7ヵ月で辞職
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記－す事件存‘：旨26日､皇i首派青年将校が二・二六冒
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皇派遣将校容一
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年関東軍参謀長に昇准した。
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▽13年6月板垣征四郎(跡)の下で次官に就任

▽第2次近衛内閣(15年7月)に陸軍挙げての推挙で

「陸軍の意志を実行する人物｣として陸相に

▽東条が中国撤兵に頑強に反対したのも

背後にいる陸軍拡大派の意向を代表して

晋…「電撃大臣｣｢ごみ箱宰相」……･………………………、

：首相になると庁内を電撃的に駆け巡り､来客号
：と話し込んでいて挨拶をしなかった課長に腹：
：を立て､｢免職にしろ｣と怒鳴った｡朝の散歩でﾐ
ﾐは国民生活の実態を知ろうと必ずごみ箱をの：

；ぞいた｡西尾寿造大将(騨辮)が関西視察中、：
；記者団から質問されて､｢何も話すことはない胃
冒よ・話が聞きたかったら､よくステッキの先でこ

：ごみ箱をあさる男がいるだろう。あれに聞い：

；たらいいよ」末梢神経の尖り方を皮肉られた：
；東条は､烈火の如く怒り西尾を予備役にした｡：
号奈良公園で､大風呂敷を背負った老婆をねぎ§

：らったのが報道され､｢東条が奈良の都をさま胃

：よひて闇売り婆をねぎらいにけり｣と世間知冒

冒らずを笑われた。
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▽真面目に努力しない者自分の考えに

なじまない者を遠ざけるようになり

周りには必然的にイエスマンが集まることに
一4－

真崎甚三郎(まざき･じんざ秘う）

明治9(1876)～昭和41(1966）佐賀県生

まれ｡陸軍大将。参謀次長を経て昭和9

年教育総監｡10年7月更迭され､二・二六

事件後､軍法会議にかけられたが無罪

相沢三郎(帥渤・さ秘う）

明治22(1889)～昭和11(1936)宮城県生

まれ｡陸軍中佐｡歩兵第41連隊(融)勤務

から台湾に異動になり､赴任途中､永田

（鞠局勘を斬殺した｡軍法会議で死刑に

板垣征四郎(雌脆･伽しろう）

明治18(1885)～昭和23(1948)岩手県生

まれ｡陸軍大将｡関東軍参謀長､第5師団

長を歴て昭和13年第1次近衛内閣陸相。

支那派遣軍総参謀長､朝鮮軍司令官､第

7方面軍司令官歴任｡A級戦犯で刑死

石原莞爾(乢肪･紬C）

明治22(1889)～昭和24(1949)山形県生

まれ｡陸軍中将｡昭和3年関東軍参謀｡満

州事変を起こし｢満州国｣建国の立役者

に｡12年参謀本部作戦部長｡東条と対立

し16年京都師団長で予備役｡翌年､立命

舘大教授となり東亜連盟運動を行った

梅津美治郎(うりぅ･よしじろう）

明治15(1882)～昭和24(1949)大分県生

まれ｡陸軍大将｡昭和11年陸軍次官とな

り二・二六事件後の粛軍人事を進めた。

14年関東軍司令官｡19年参謀総長｡A級

戦犯で終身刑となったが､拘置中病死

『……「メモ魔｣で几帳面…－－………---……一……－

｜部下の報告事項を丹念にメモし､項；
|目別､重要なもの､年月日の順に分け｜

'て整理した｡手帳も年月順､項目別、；

|首相として心がけるもの､と3通り用i

l意し､半年ごとに更新した｡部下が決！
|済を求めに来ると手帳を取り出してI
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前の報告と照合する。数字が違って；

いたり､具体性に欠ける説明には､厳；

しい叱責が飛んだ｡みんな警戒して、：

念入りに検討した上で決済を貰いに＃

行った｡演説原稿には､必ず終わりの：

方から逆の一連番号をつけて後何枚；

残っているか､一目瞭然にして､演説；

時間の正確を期したという。

●｢和戦関頭の際の首相｣として､ふさわしかったのか

一東条を評して

石原莞爾は｢上等兵程度の頭」人前でも平気

で｢東条上等兵｣と言っていた。

近衛「大きな事のわからない人だが､局長の

仕事をさせたら名局長だろう」

木戸「非常に論理的な男で､東条の三段論法

ということを言われた｡しかし､あれは事務屋

で､政治家じゃないんだよ」
－．－■■－■●q■ロー■■■■■■1■■｡■●ロ。｡‐。一・●－●■■●－■q■－■●●●q■令●－つ●－●｡‐■＝ー●~争一今一年＝や一●ー●ー●ー◆今･一●－◆●寺参一一一4■ー■一■ーq■一

西尾寿造(kしも。としそう）

明治14(1881)～昭和35(1960)鳥取県生

まれ｡陸軍大将｡参謀次長､近衛師団長、

教育総監を経て昭和14年支那派遣軍総

司令官｡16年軍事参議官となり、18年予

備役｡19年東条失脚後に東京都長官

▽国家民族に関わる問題を腰を据えて考え

将来の大勢を洞察し先手先手と布石を打つ

視野が広く国際感覚のある首相が要求された

▽木戸は東条に能力以上の重責を課してしまった

●東条は､｢白紙還元の御読｣を受け､和戦両睨みで

▽外には米国に対し毅然と立ち向かい

内にはなるべく戦わないところに国策を

▽武藤章(翰開は10月20日東条に進言した

「万人が納得するほどの外交手段を尽くして､戦

争となっても､国民は奮起してついてくるでし

ょう。他方､もし日米協定が成立して支那事変

が解決出来れば､国民からはこの上なく感謝さ

れます｡ですから対米交渉には最後の努力を傾

注する必要があります」

ど…その武藤は､陸軍省局長会議で(10月228)……2

：『内閣更迭で支那事変の解決条件は不変のも：

：のとなった｡ある点より下がって､妥協するよミ

ミうなことは､全然考えられない」ある点とは、：

§北支･蒙彊の駐兵で､それを強硬に主張してき:

;た東条が首相になったのだから、駐兵問題で：
：譲歩する必要がなくなった､というわけだ。骨
凹●､■■■■■●●●●gDgo●●●■■●■■■a■a■●●●99■■■■■■●●■■●■●●、●■●、●■■■■■■■■■■■■□■D■●■■■■0■■■●■■■■●DgD●●｡●

▽日米交渉最大の問題点は駐兵問題であり

陸軍が｢不変｣と言う以上日米妥協は不可能に

武藤章(祉う･舵ら）

明治25(1892)～昭和23(1948)熊本県生

まれ｡陸軍中将｡昭和12年参謀本部作戦

課長になり､支那事変拡大を主張｡14年

軍務局長｡日独伊三国同盟､大政翼賛会

を推進｡近衛第2師団長を経て19年第14

方面軍(鵬)参謀長｡A級戦犯で刑死

『
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●木戸のミスは､「白紙還元｣を統帥部に伝えなかった

▽国策再検討に永野修身(齢総長)は

「用兵作戦に支障のある事を容認することは出

来ない｡御前会議決定を変更する余地はない」
一5－
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､

▽御前会議決定(986H)の時と

前提条件も同じなら担当部局も同じ

1ヵ月半でデータがそう変わるはずもない

▽再検討11項目(騨省鰯誹的にも問題があった

第8項までと第11項が戦争の見通しを考え

第9項が開戦を明年3月に遅らせた場合

わずかに第10項だけで日米交渉打開の可能性

▽戦争をやりたがっている作戦当局が説明資料

「戦争遂行は可能｣と楽観的な見通しの作文に

▽これでは根本的な国策の再検討にならず

結局は「元の木阿弥｣に落ち着く宿命にあった

●東郷は､外相として開戦､終戦と､二度日本の運命に

▽東郷が日米交渉の書類を検討して

実感したのは「アメリカの戦意｣の強さだった

▽｢相当譲歩｣の必要があると思い

連絡会議に臨む腹案として

①中国駐兵問題は、特殊地域(肢･綱でも5年

以内に全部撤兵する②通商自由の原則を世界

的に拡大するのに異存なく、中国についても

この適用を承認する③日本が南方に侵略的進

出の意図のないことを明白にするため、南部

仏印から撤兵する

▽軍部と派手に提携した枢軸派大使2課長を更迭

次官に同郷の西春彦(駐ｿ伽を据え

山本熊一(東頤勘にアメリカ局長を兼務させ

加瀬俊一(城調も外相秘書官兼務とした

●10月23日､東条内閣最初の連絡会議が開かれた

▽永野(齢総長)は「海軍は1時間当たり400ﾄﾝの油を

無為に消費している｡検討会議は簡単明瞭に」
一6－

永野修身(鰯0.挽功

明治13(1880)～昭和22(1947)高知県生

まれ｡海軍大将･元帥。昭和11年広田内

閣海相｡12年連合艦隊長官｡16年軍令部

総長となり､海軍開戦論の先頭に立つ。

A級戦犯で起訴され､裁判中に病死

『-…東郷の頑固で寡黙な性格には--.-.-、

i人名事典には｢旧薩摩藩士の子｣｡先；

;祖は豊臣秀吉の朝鮮征伐のとき朝鮮；

;から連れて来られた陶工。薩摩藩は；

;「薩摩焼｣として焼き物の技術を子孫；

iに伝承させたが、差別があったのだ；

;ろう｡父親の朴寿勝は､東郷という士：

;族の株を買って東郷姓に改めた。；

；東郷は当時の日本人には珍しく｢ノi

i－｣という否定詞をはっきり使う、こ；

;うと決めたら挺子でも動かないと言；

;われた人だが、その生い立ちにも関：

#係があるのでは…｡夫人は第1次大戦；

;直後､赴任先で知り合ったドイ人。；
● ■
巳一一一一一一一一■‘■｡F一一■｡■■-‘■■■一一■■寺一一一一一=や◆一己●一・一一一一一一一－一一由=－－｡凸■､全一｡－－－－■q■q■』■‘■■'■‘■■－‘■･■‘■－－－■'一守口｡寺一一一一一一土=争｡.■●－

西春彦(にし･脳Oこ）

明治26(1893)～昭和61(1986)鹿児島県

生まれ｡昭和14年欧亜局長｡15年駐ソ公

使となり､16年次官に就任したが､大東

亜省設置に反対､東郷外相と共に辞任。

27年駐オーストラリア､30年駐英大使

山本熊一(やま社･ぐまいち）

明治22(1889)～昭和38(1963)山口県生

まれ｡昭和15年東亜局長.16年アメリカ

局長兼務｡外務次官､大東亜次官を歴任

し､戦後は日本国際貿易促進協会会長

加瀬俊一(純｡とし#ず）

明治37(1904)～平成16(2004)千葉県生

まれ｡昭和15年松岡外相秘書官｡16年北

米課長兼東郷外相秘書官となり終戦時

は情報課長｡戦後33年ユーゴ大使｡著に

「ドキュメント戦争と外交」



@

●

▽杉山元(錦雛)も｢4日も5日も､研究ばかりして費や

せない｡今すぐ前進しなければならない」

▽東条は統帥部を抑えた「統帥部が急いでいるの

はわかるが､政府はもっと慎重に､責任ある態度

で決定したい｡統帥部はこれに反対するのか」

▽再検討は欧州戦局の見通しから始まった

独ソ戦勃発(6022H)当時の楽観的判断は

「長期戦になること独軍の英本土上陸作戦も

当分は行われない｣と修正されたが

「独軍優勢｣は変わらず「ドイツ不敗｣とされた

●最も重要だったのは､日本の物的国力の判断だった

▽日本の戦争経済は常に米英に依存してきた

その米英と戦争をして大丈夫なのか？

▽石油貯蔵量は840万ﾄﾝに達していたが

海軍が作戦行動をすると

2年間でストックを使い切り15万ﾄﾝの予想

▽軍部は「即時開戦して､スマトラ､ボルネオの

蘭印油田地帯を確保する以外に対策はない」

g…企画院の国力判断は“……･……･････…･…･……………‘

：「民需用として最低300万ﾄﾝの船舶があれば、；

：物資動員計画の供給量を確保出来る。船舶消号

：耗を年間100万ﾄﾝから80万ﾄﾝと推定する場合、：

冒年平均60万ﾄﾝの造船能力があれば､300万ﾄﾝ保；
；有は可能になる」結論として｢緒戦の確実な胃
；戦果を活用し､強力な施策を展開すれば､座し：
§て相手方の圧迫の待つのに比べ国力の増進上：

：有利と確信する」
ミ………….……………….………………...……………………………….．

▽石油の海上輸送力船舶消耗量と

造船能力が問題になってくるが…

▽東郷は「米国は潜水艦を大量に建造して広範囲に

活動するだろうから､戦争2年目からの被害は多

めに計上すべきではないか」

一7－

杉山元(す許ま･剛吻）

明治13(1880)～昭和20(1945)福岡県生

まれ｡陸軍大将･元帥｡昭和12年陸相｡15

年参謀総長｡陸相再任を経て第1総軍司

令官となり､終戦の翌月自決｡重要会議

の内容を記録した｢杉山メモ｣を残す

嶋田繁太郎(し縦･しW筋う）

明治16(1883)～昭和51(1976)東京生ま

れ｡海軍大将｡昭和7年軍令部第3部長と

なり､10年次長｡横須賀鎮守府長官を経

て16年東条内閣海相｡19年2月軍令部総

長兼務｡A級戦犯で終身刑｡30年出所

賀屋興宣(脚･瀧”）

明治22(1889)～昭和52(1977)広島県生

まれ｡大蔵省理財局長､次官を経て昭和

12年第1次近衛内閣蔵相｡14年北支開発

会社総裁｡16年東条内閣蔵相｡A級戦犯

で終身禁固刑｡30年出所｡政界に復帰し

33年衆院議員｡38年池田内閣法相

塚田攻(ﾌ旅･も油）

明治19(1886)～昭和17(1942)茨城県生

まれ｡陸軍大将｡昭和15年参謀次長とな

り､太平洋戦争の南方作戦を立案｡開戦
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屯

▽｢米潜水艦に対しては､十分手当ての方法を考えて

いるから心配はない｣の答えに東郷も『それ以

上追及の方法もなく､そのままとなった」

●企画院の国力判断は､10月29日､無修正で決定された

▽塚田攻(#謝勧は参謀本部に戻ってくると

企画院の膨大な数量資料を投げ出し

「よくわからなかったから､研究しておけ」

▽危機管理では「マイナス情報重視｣が鉄則だが

精神主義的な開戦論が幅をきかし

主観的な数字や甘い判断が混在したのでは

物的国力は真剣な論議にはならなかった

▽福留繁(齢雛輔長)の「南方作戦二自信ナシ」

陸海軍局部長会議(10月6B)での

「悲観的見通し｣はどこへ行ったのか？

－福留発言

南方作戦二自信ナシ｡船舶ノ消耗ニツキ戦争

第1年度ハ140万ﾄﾝ撃沈サレ、連合艦隊ノ新タ

ナ図上演習ノ結果､戦争第3年ニハ民需用船舶

皆無トナル｡自信ナシ。

●艦隊決戦主義の軍令部で､発言力が強いのは作戦部

▽部長作戦課長作戦班長には代々

海大首席卒業の恩賜の軍刀組が配置された

「そこ退け､そこ退け､恩賜が通る」

▽陸軍も同じでノモンハン敗戦の責任者

服部卓四郎(犬勘が責任を問われることもなく

16年7月旧付で参謀本部作戦課長に
－8－

後､南方軍総参謀長｡第12軍司令官在任

中､中国で飛行機事故により殉職

;…－「大本営機密日誌｣(10月298)-----…~

；種村佐孝(瀞|繍棚は｢列席した一；

；同が､果して､この数字を正当に理解；

Iした末に決定したのか｡あるいは､ま；

；あよかろう－という考えで各人署：
;名したしたものだろうか」
~寺__－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一－一一一一一＝一一一一一－－－－－－マー七一●－－－－一一凸■一一一一一■｡●■･●

種村佐孝(た棚ら･さこう）

明治37(1904)～昭和41(1966)三重県生

まれ｡陸軍大佐｡昭和14年参謀本部参謀

となり、15年戦争指導班(M20曲勤務｡20

年8月第20方面軍参謀｡シベリアに抑留

され25年帰国｡著に｢大本営機密日誌」

福留繁(ふく勘･し胸）

明治31(1898)～昭和46(1971)鳥取県生

まれ｡海軍中将｡昭和14年連合艦隊参謀

長｡16年軍令部作戦部長｡18年再び連合

艦隊参謀長｡19年4月搭乗機がセブ島沖

で不時着｡ゲリラの捕虜となり､陸軍部

隊に救出される(騨碑的｡第2航空艦隊、

第10方面艦隊長官を歴任

合…・「通商保護｣を軽視した“．．………･･……、

：日本海軍は､明治の初めから英国海号

:軍の指導を受けた｡島国イギリスの：
言生命線は海上にあり､海軍も｢商船保冒

言護｣を伝統としてきたが､その戦略思骨

号想は同じ島国の日本海軍には引き継言

号がれなかった｡明治日本が農業国で、：

:海上貿易が発達していなかったこと§

号もあったが、日本海海戦の圧倒的勝：

§利が艦隊決戦､大艦巨砲主義にした。胃

§海軍大学校の授業の半分は艦隊決戦号

弓の研究に費やされ、予算も決戦兵力：

:の充実､整備､訓練に向けられた。言

：開戦時の護送兵力は､わずかに海防：
;艦4隻､駆潜艇25隻｡井上成美(朧ﾎ細号
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Q

号 は､『の頭で§
4■

明 治．昭和の軍備毒してい自
画 ■｡ロ国策再検討が始まるまで軍令部｡ 口冒る」旨I■q■
ロ

ロ

海卜護衛相．当者がいなかった。：骨 には、．q■

q■

宮 様が軍冒令部勤務になる産、お付き言
■D

q■

■■

。■

I ■｡｡I■
武官が兼の号務形で研究していた。

｡

｡■

●

■b

d■

‐

0■

■b

aD■B■■●■●●●●●●B●●■●●●●■■BG●●S●□●●●●●■●□●O●q●■●●●■●●●●●●、●●●C●Q●g●DDeDp■■｡■里

▽海軍作戦計画立案の中心は神重徳大佐(鯛昨翻勧

井上成美(棚うえ･しWよし）

明治22(1889)～昭和50(1975)宮城県生

まれ｡海軍大将｡昭和12年軍務局長とな

り､三国同盟に反対｡航空本部長､第4艦

隊長官､海兵校長歴任｡19年海軍次官に

就任､米内(鮒)を助け終戦に尽力した●後半の会議で､議論が沸騰したのは中国撤兵問題

▽東郷は一定地域(1岐頴鯨島)の5年間駐屯

その他の地域は2年以内撤兵を提案した

▽参謀本部は猛反対東条も「慎重考慮の必要」

嶋田賀屋も「日本企業には駐兵が必要だ」

▽｢99年間駐兵｣案が出てきて

50年25年と折れてきたが

「25年以下は絶対に容認出来ない｣が大勢に

▽東郷が「25年駐兵｣を呑んだのは

無期限でなく有期間にしておけば

交渉で妥協点対処法もあると…

▽しかし東郷自身『こんな長期間では､交渉成立も

疑われた」米国が呑むはずもなく

後の甲案による妥結の可能性は消えていた

服部卓四郎(ばつとり･たくしろう）

明治34(1901)～昭和35(1960)山形県生

まれ｡陸軍大佐｡昭和14年関東軍作戦主

任参謀｡ノモンハン敗戦で9月歩兵学校

教官｡15年参謀本部作戦班長になり､16

年作戦課長｡17年陸相秘書官に転出｡18

年再び作戦課長に就任し陸軍主要作戦

を立案､指導した｡戦後復員局資料整理

課長として戦史資料整理に当たった

神重徳(鋤･し胸り）

明治33(1900)～昭和20(1945)鹿児島県

生まれ｡海軍大佐。ドイツ留学､駐独武

官補佐官｡昭和14年軍令部参謀､作戦班

長｡17年第8艦隊参謀､第1次ソロモン海

戦で大戦果｡18年軽巡多摩艦長､キスか

撤収作戦を成功させる｡19年教育局第1

課長のとき東条暗殺を計画したが､7月

連合艦隊先任参謀に転出｡20年4月戦艦

大和の沖縄特攻作戦を立案､実施した。

終戦1ヵ月後､北海道に連絡飛行の途中

津軽海峡に不時着水。他の乗員は米駆

逐艦に救助されたのに､行方不明に

●10月30日､個々の検討が終わり､l1月旧に結論を

▽東条は3案を提示考えを固めておくよう要請

①戦争を避け臥薪嘗胆する②開戦を直ちに決意

し政戦略をこの方針に集中する③戦争決意の下

に､作戦準備を完整すると共に､外交施策を続行

してこれが妥結に努める

▽非戦論と見られていた嶋田(鮒)が突然開戦論に

；……「機密戦争日訓(IOH27H)-･-･---…一・一…－－－－

；…総理ノ決心ニハ変化ナキガ如キモ､鈴木(&；

；蝋総裁ニハ疑念アリ､賀屋ハ真面目、海相最；

；モ消極的､独り(鋪総長､次長強硬二発言シア；
；ル如シ…カクシテ遂二二十七日二至ルモ『ラ；
；チ』アカズ､(購)決意ハ前途多難ナリ

平和本位

(鼠韻勧に

々堂々、

い・作戦

‐鴫田は､敢初は

就任直後､岡敬寵

歩は平和本位にⅡ

やらないといけた

Ｏ
Ｇ
■
《■申年凸中●令一◆守今凸争や《●“一寺●こむ一寸一勺一寺●己包与ロ■■■■⑧●●■毎口■」一■●一口◆●●。●■守寺》。■昏■■■■■口●色《●今ロ』一争雫や『●の幸一■■■。●口ら凸一凸凸一宇●一つや一口守口■■・口口』、ｐごロ②ロ』一。●

Ｏ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
《
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▽30日連絡会議から戻ると

沢本頼雄(館）岡敬純(鞠月勘を呼んで

「今日まで事態を静観してきたが､いよいよ最

後のところに来た｡今の大きな波は到底曲げ

られない｡結局､開戦になるだろう｡アメリカ

はいつ起って先制してくるかも知れない｡そ

うなれば日本の作戦は根本から崩れ､勝ち味

はなくなる｡海軍大臣一人が反対したために

時機を失ったとなっては申し訳ない」

▽開戦賛成の条件として「海軍が必要とする戦争資

材､鉄鋼の優先配給を受けるようにしたい」

▽沢本が「アメリカの国情からして､議会にも

諮らずに戦争をすることはあり得ない」

▽嶋田は「次官の保証が幾らあっても何の役にも立

たん.時機を失しないようにすることが大切だ」

▽沢本は伊藤整一(齢鋤勘から

「第一段作戦は順調に行くだろうし､迎撃作戦と

なっても勝算はある｡ただ､戦争が2年続くとな

ると､石油をはじめ資源を考えればとても自信

は持てない」暗然たる思いになったという

▽永野嶋田と海軍トップが開戦論に固まり

連絡会議は大きく開戦に向けて踏み出した

●運命の連絡会議は､ll月旧午前9時から開かれた

▽東条は第三案｢和戦両様｣で行く積もりだった

ギリギリまで外交を継続うまく行けばよし

ダメな時は時間切れで開戦に導くほか

天皇を説得出来ないと考えたのではないか

▽午前7時半杉山(錦鯛を陸相官邸に招いて

第三案に同意を求めたが杉山は反対した

参謀本部は前夜部長会議で

「12月初頭戦争発起｣の結論を出していた
－10－

スを失うから早く打ち切れ、などと

いうのは暴論だ。無名の師を起こし

てはいかん。この大戦争をそんなこ

とで始めることは出来ない。軍令部

が承知しないというなら、私は辞職

する｣と､強い決意を語っていた。

岡敬純(跡･た鰄功

明治23(1890)～昭和48(1973)山口県生

まれ｡海軍中将｡昭和13年軍務第1課長。

軍令部第3部長､軍務局長､次官歴任｡A

級戦犯で終身禁固刑｡31年出所

§.．”山本五十六(齢鮒館)も訴えた…･…･胃
q ■q■

q■‐

胃嶋田宛ての手紙(10H24帥で､｢大局：
■ ■‐

胃より考盧すれば日米衝突は避けられ阜
一 一

亭るものなら此を避け此の際隠忍自重：
』 ■■■

：臥薪嘗胆すべきは勿論なるも、それき
り ■､

；には非常の勇気と力とを要す」：
■ I■
ーロ
ロロ■

■■■■■DB■●●DC●●ﾛ■■ロロロ■■g■B巳■ロロ■■巳●●g色■●●口■■■■■■■、■■■■■■■■●●●、■●■､■■■■■■■■■■ず

山本五十六(糠もと･脳そろく）

明治17(1884)～昭和18(1943)新潟県生

まれ｡海軍大将｡海軍次官を経て昭和14

年連合艦隊長官｡開戦勢頭､真珠湾攻撃

を立案､実行した｡前線基地視察中に米

軍機に撃墜され戦死｡死後元帥｡国葬

沢本頼雄(さ桃と．よりお）

明治19(1886)～昭和40(1965)山口県生

まれ｡海軍大将｡海大校長､第2支那派遣

艦隊長官を歴任｡昭和16年海軍次官｡19

年呉鎮守府長官｡戦後､水交会会長

『一一嶋田豹変の裏には伏見宮-.-.-･･…･…－－

：伏見宮が昭和7年軍令部総長になる；

:と､嶋田はその下で5年間､部長､次長；

;を務め､宮様の信任で昇進してきた。；

;伏見宮から「速やかに開戦しなけれ；

iば戦機を逸する｣と迫られたのだ。；
旦二：一‐_一一一一…‘ﾛー ﾏーー ｰー.-.-----..---..‘….-.---..-..‘…---.園----‘､-.--.---.-----------‘･－－‘･-.-‘--.‘･･-.-』■
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▽2日午前1時半まで16時間半「長い一日｣に

▽嶋田が会議冒頭鉄鋼資材増配を強硬に要求

艦船建造計画では17年度140万ﾄﾝ必要

海軍への割り当ては多くても80万ﾄﾝ程度

▽杉山は「鉄を貰えば決心しますか？」

嶋田が首肯き陸軍民需用を減らして

浮いた30万ﾄﾝを海軍に回し110万ﾄﾝとした

＝「機密戦争日誌」

海軍ノ決意ハ鉄三十万ﾄﾝﾉ代償ナリ。

哀レムベキ海軍ノ姿カナ

●夕方やっと本題に入り、まず｢臥薪嘗胆｣が消えた

▽｢米国に限度以上の譲歩｣は全員即決で否定

東郷賀屋は「現状のままの臥薪嘗胆｣を主張

▽永野は「日本がジリ貧になる｣と言下に反対

「対米戦の戦機は今にあり､今日を逸すれば開戦

の機は米国の手に委ねられ､再び我に帰る日は

ない」杉山も「12月初頭開戦｣を主張した

▽賀屋が『作戦開始の機は我にあるとしても､決戦

の機は依然米国の掌中にある｡その米国に握ら

れている二年後の決戦に､確算のないような戦

争は不安定である」東郷も「日本が臥薪嘗胆で

行く場合､米国が攻撃してくるとは思えない」

▽しかし鈴木貞一(鋼雛勤が物的国力を持ち出し

「現状のままでは､すこぶる不利になる」

臥薪嘗胆案は「戦わずして米国に屈伏するの

外なきに至る｣と結論された

▽第二第三案の審議に入ったが

論議は一転「外交交渉を何日まで続けるか」

▽外交交渉は「12月旧午前零時まで」

タイムリミットをつけ1ヵ月しかないのでは

「和戦両様案｣ではあり得ず主戦論の勝利

●東郷は､対米交渉の条件として甲､乙二案を提示

；一…甲案＝…--…･･--.--………-…･-………一…=･･…一一………一…－－－．－－－

：中国通商の門戸開放･機会均等で日本の主張；
；を幾分弱め､中国一定地域の駐屯は25年､その；

｜他は2年以内撤兵で､了解が得られていた｡i

一11 一

伏見宮博恭王(ふし測榊･泌輔）

明治8(1875)～昭和21(1946)皇族｡海軍

大将･元帥｡昭和7～16年4月軍令部総長

伊藤整一(いとう｡柳岫）

明治23(1890)～昭和20(1945)福岡県生

まれ｡海軍中将｡連合艦隊参謀長を経て

昭和16年軍令部次長｡19年第2艦隊長官

となり､20年4月戦艦大和を率いて沖縄

へ特攻､戦死した｡死後､大将進級

永野の開戦詩”･…………･････…，．……………”a■■■■

。■

q■

■、

●

現存の海軍兵力は対米十了割以上に津「
4■

■ト

1■

●

｡

q■

：していて､二目年までは勝算がある｡し
■ト

●

海軍勢力の保持増准:かし､三年以降は、
‐

｡

■

世 界情勢のロ推移吻何にある」
q■

●

ロ

ロ

｡

d■

確算はなく｢十八3年以降の、中九長期
d■

。■

甲

。■

d■

。■

だ 断戦になるろうから､予は許さない」
。■

。■

4■

q■

q■

Q■

だ:という心細いものった。
｡

｡

｡

甘●●●●●■●DeDD■■●■●●■■■■■■■■■､■■■■■■■■■■●●■●●■､､■■■■■■□■■■●､■●､●●●､●●●●●●●●■■■●

鈴木貞一(すずき･て仰ち）

明治21(1888)～平成1(1989)千葉県生

まれ｡陸軍中将｡軍務局勤務などを経て

昭和15年興亜院政務部長｡16年4月企画

院総裁に就任､戦争経済企画の中心に。

A級戦犯で終身禁固刑｡31年出所
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▽乙案は突然この日の会議に出されたもので

幣原喜重郎(jiIM)吉田茂(澗歎櫛が立案

▽日本は南部仏印に進駐する前

米国は日本資産凍結石油禁輸前の状態に戻し

「ひとまず南方の緊張を解いて

本交渉に入ろう」という暫定協定案

▽日本がこれ以上南進しないことを条件に

米国に石油などの輸出を再開させる

▽吉田がグルー(漱勘クレーギー(歎勘に打診

ことにクレーギーの反応は有望と見られた

▽備考に「南部仏印の軍隊を北部仏印に移駐」

参謀本部は猛反対「甲案だけを提案せよ」

▽東郷も譲らず武藤(鞠賑)が「政変になる｣と説得

参謀本部は不承不承

「甲案がダメなら乙案を出す」条件付で認めた

●連絡会議は11月2日午前1時半､｢帝国国策遂行要領」

を多数意見で決定した

認
▽｢長い一日｣が終わって杉山(#議長)は「何だ、

9月6日の御前会議決定そのままじゃないか」

▽問題を2ヵ月先送りしただけの同じ結論だった

▽塚田(鋪澗は「連絡会議は､長期戦になっても大

丈夫引き受けるという者なく、さりとて現状維

持で行くのは不可であり､だから止むなく戦争

をするという結論に落ち着いた」

▽国力再検討で厳しい数字をきちんと認識し

万一の僥倖を排除していたら

「対米戦に勝算なし｣が常識だった
一12一

幣原喜重郎(し徹ら･き脚うろう）

明治5(1872)～昭和26(1951)大阪生ま

れ｡駐米大使を経て大正13年から加藤、

若槻､浜口内閣外相。昭和5年ロンドン

条約締結｡20年10月首相｡24年衆院議長

吉田茂(よ碓・しげる）

明治11(1878)～昭和42(1967)東京生ま

れ｡駐伊大使､外務次官を経て昭和11年

駐英大使｡14年退官｡20年4月､和平工作

で憲兵隊に検挙される｡戦後､外相とな

り､21年首相｡5次の内閣を組織｡26年講

和条約調印｡29年造船疑獄で総辞職｡引

退後も元老として大きな影響力｡国葬

－乙案

一日米両国ハ軌レモ仏印以外ノ南

東亜細亜及南太平洋地域二武力的進

出ヲ行ハサルコトヲ約スヘシ

ニ日米両国政府ハ蘭領印度支那二

於テ其ノ必要トスル物資ノ獲得力保

障セラルル様相互二協力スヘシ

三日米両国政府ハ相互二通商関係

ヲ資産凍結前ノ状態二復帰セシムヘ

シ米国ハ所要ノ石油ノ対日供給ヲ

約スヘシ

四米国政府ハ日支両国ノ和平二関

スル努力二支障ヲ与ウルカ如キ行動

二出テサルヘシ

〈備考＞①必要二応シ本取極成立セ

ハ南部仏印駐屯中ノ日本軍ハ仏国政

府ノ諒解ヲ得テ北部仏印二移駐スル

ノ用意アルコト並二支那事変解決ス

ルカ又ハ太平洋地域二於ケル公正ナ

ル和平確立ノ上ハ前記日本軍隊ヲ仏

印ヨリ撤去スヘキコトヲ約束シ差支

無シ②尚必要二応シテハ従来の提案

(最後案)中ニアリタル無差別待遇二

関スル規定及三国条約ノ解釈履行二

関スル規定ヲ追加挿入スルモノトス
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《

▽東郷賀屋は「よく考えたい｣と賛否を保留

▽賀屋も「辞職した場合､次期内閣は軍国主義者の

言いなりになるだろう｡外交成功の可能性はか

すかとはいえ､まだある｣と賛成することに

●東条は11月2日夕､杉山､永野と参内､上奏した

▽｢声涙ともに下る風だった｣(#Ⅲﾒﾓ）

▽天皇は沈痛な面持ちで

「事態云うが如くであれば､作戦準備をさらに進

めるのは止むを得ないだろうが､何とか極力交

渉の打開を計ってもらいたい」

号…なぜ､乙案だけにしなかったのか…………..…･”

胃東条は佐藤賢了(鞠雛)に｢乙案は開戦のため弓

冒の口実ではない｡この案で､何とかして米国と：

胃の妥結を計りたいと神かけて祈っている」軍号

胃務課員が軍事参議官会議の説明資料を持って胃

：来ると｢この文案は戦争に傾いている｡戦争五：
：十､外交五十だ｡書き直して来い」東条にその§
：気持ちがあったのなら､参謀本部の｢まず甲案ミ
ミを出して､乙案はその後で｣という要求を蹴ら：

：なかったのか｡太平洋戦争で日本は｢兵力小出：

;し｣の失敗を繰り返したが外交も同じだった。冒
内■■■Q●●●●be●●●●●■■■■、■■■●■■■DQeeD■●■■■■■■■■■■g●●●●●●O●●●●､●●●●●■●■■■QDG■、､●●●●●●0e●●●●009●●P

!一一加瀬(胱雛)の言葉一･･……=…･--一一一…-…･-．…

；「近衛は､熟慮して実行しなかったが、；

；東条は､熟慮しないで実行した」！
5.．‐_‐..=--...‘､--...----.-.－－や一一一・‘････‘ﾛ一････－------.-.一･一･一一･･･････一今･･･-.-..--.･ﾛ･‘ﾛ‘････｡。‐････--.････｡'･一･一･･つ-.--ロ

▽国策要領は11月5日御前会議で可決された
－13一

グルー(JosephClarkGrew)

1880～1965昭和7年米国駐日大使とし

て来日｡開戦で帰国後国務次官､長官代

理を歴任｡天皇制存続に尽力した

クレーギー(RobertCraigie)

1883～1959英国外交官｡昭和12年駐日

大使となり､開戦で帰国した

『一「ジリ貧論｣が大勢の中で．－－…－－．…-、

｜沢本(館)は海軍先輩の元首相に助言I

|を求めた｡米内光政は｢ジリ貧といふ；

|問題のみにて万事を決すべきにあら；
'ず､他に各種の状況を考うるを要す､；
|特に時について考へざるべからず、；

|欧州情勢その他の関係もあり、時が；

|解決する問題も多分に存す｡過早に｜
|戦争に入るは大いに警戒を要す」岡：

|田啓介は｢ジリ貧ジリ貧といふが､ジ；
|リ貧はドカ貧に優ること数等だ」；

｜連絡会議で｢ジリ貧一向に差し支え；

|なし｣と切り返す者はいなかった。；
ｰ毎4口ー寺ﾛ■マーーーローロ■4■一一一一－．口一宇｡■－申｡■一一一一一一■－－－マーーー■●争ヮ●ー守甲申一一ひでや今今◆‐ー辛＝凸凸÷一一・一●－●ー●ー①む●｡－ウロー●一幸●◆や争一◆争一｡－口●‐■q■

米内光政(幼い｡初舘）

明治13(1880)～昭和23(1948)岩手県生

まれ｡海軍大将｡林､平沼内閣海相｡昭和

15年首相就任､三国同盟に反対し､陸相

辞職で総辞職｡19年現役に復帰し小磯、

鈴木内閣海相となり､終戦に尽力した

岡田啓介(跡だ．＃いす＃）

明治1(1868)～昭和27(1952)福井県生

まれ｡海軍大将｡昭和2年海相､7年再任。

9年首相に就任し二・二六事件で襲撃さ

れ､危うく難を逃れる｡終戦に尽力した

広田弘毅(0雛｡こうき）

明治11(1878)～昭和23(1948)福岡県生

まれ｡昭和ll年二・二六事件直後に首相

就任､軍部大臣現役武官制復活｡近衛内

閣外相｡東京裁判で文官中ただ1人死刑



《

･

●陸海軍は､開戦準備へ大きく動き出した

▽陸軍は11月6日南方軍の戦闘序列(11個鯛難）

寺内寿一(銅舘)に大陸命(躰雛覗鈴）

「南方要域の攻略を準備すべし」

蕊
▽海軍は厩軍は5日山本(齢離館)に大海令(犬棺騨齢令）

「所要の作戦準備を実施すべし」

真珠湾攻撃の機動部隊は17日佐伯湾を出航

待機地点択捉島単冠湾(0と#っ)に向かった

胃･･・山本五十六の心”，．.…………………………･･…･･･……..”

:11月13日､岩国航空隊に指揮官を集め､｢攻撃：
;開始前､日米交渉が妥結した場合には『引き返冒
；せ』を命ずるから､その心組みでいてもらいた:

:い°ハワイ空襲のための攻撃隊が､発艦した後：

号でも引き返させるよう｣命じた。

：「実際問題として不可能だ｣｢出かかった小便：

号を止めるようなものだ」こうした声が出ると：
:山本は怒った｡｢百年兵を養うのは何のためだ：
:と思っているのか｡もし､この命令を受けて帰：

:って来られないと思う指揮官があるなら、只号

:今から出動を禁ずる｡即刻､辞表を出せ」

：堀悌吉(鋲關)への手紙(10H24帥で､｢個人と：
：しての意見と正確に正反対の決意を固め、そ：

§の方向に一途邇進の外なき現在の立場は誠に言

:変なものなり。これも命と云うものか」
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●東郷は4日､野村吉三郎(駐献勘に甲乙両案を通報

▽5日甲案による交渉開始を訓電

野村の補佐役として来栖三郎の特派

「交渉ハ遅クモ本月二十五日マデニハ

調印ヲモ完了スル必要アリ」と追電した

▽米側は「マジック｣でその日のうちに解読
一14

口
－

佐藤賢了(さとう．#んりょう）

明治28(1895)～昭和50(1975)石川県生

まれ｡陸軍中将｡昭和16年軍務課長とな

り、17年軍務局長｡19年支那派遣軍参謀

副長｡A級戦犯で終身禁固刑｡31年出所

『_…「機密戦争日誌｣(11H5H)－－－…...~.~.~.!

：而シテ問題ハ十二月初旬二残しリ。；

;希ハクバ外交不調二終ワリ対米開戦；

；ノ『サイ』ハ投ゼラレンコトヲ
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寺内寿一(てらうち。ひきいも）

明治12(1879)～昭和21(1946)山口県生

まれ｡陸軍大将･元帥｡正毅(元働の長男。

昭和ll年陸相となり軍部大臣現役武官

制復活｡北支方面軍司令官｡16年南方軍

総司令官｡敗戦後シンガポールで病死

堀悌吉(剛･ていきち）

明治16(1883)～昭和34(1959)大分県生

まれ｡海軍中将｡昭和4年軍務局長｡ロン

ドン軍縮条約締結に奔走｡第1戦隊司令

官の9年､条約派一掃人事で予備役に

野村吉三郎(伽ら･きち誠ろう）

明治10(1877)～昭和39(1964)和歌山県

生まれ｡海軍大将.大正3年駐米武官｡昭

和7年第3艦隊長官となり上海での天長

節祝賀式で､朝鮮人に爆弾を投げられ、

右眼失明｡12年学習院長｡14年阿部内閣

外相｡16年2月駐米大使｡29年参院議員

来栖三郎(くるす･さ秘う）

明治19(1886)～昭和29(1954)神奈川県

生まれ｡外務省通商局長､ベルギー大使

を経て昭和14年駐独大使となり三国同

盟に調印｡16年特派大使として渡米､日

米交渉に当たる｡開戦で17年9月交換船

で帰国｡著に日米交渉の回想録｢泡沫(う

を純)の三十五年」














